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11. 長野 県 木曽 谷 に お ける クロ シジミ の 産卵 場所 上 峰 川 憲男 (松本 市 ) 





長野 県 木曽 郡 (木曽 谷 ) の 一 場所 で クロ シジミ MNiphanda fusca shijima Fruhstorfer の 生態 を 調査 し , 下記 
の よう な 産卵 植物 な ど に つい て 報告 し た 

] スス キノ アプ ブラ ムシ Longiunguis japonicus (Takahashi) が 寄生 する スス キ の 葉 表 ・ 葉 裏 ・ 茎 へ の 産卵 . 
2 。 カラ マツ オオ アブ ラム シ Cinara laricicola (Matsumura) が 寄生 する カラ マッ の 葉 表 ・ 葉 裏 ・ 枝 ・ 幹 へ の 





産 鑑 . 

3. ソ タ アブ ラム シ 4Aphis gossy の 7 Glover が 寄生 する オニ ュ リ の 葉 表 ・ 葉 裏 ・ 茎 ・ つ ぼ み へ の 産卵 . 

4. アブラムシ の 一 種 ( 未 同定 ) が 寄生 する スイ カツ ラ の 葉 表 ・ 葉 裏 ・ 茎 へ の 産卵. 

5. ワ ソ タ アブ ラ ょ ムシ が 寄生 する アカ ジッ の 葉 表 ・ 葉 裏 へ の 産卵 . 

6. クロ オオ アリ Cambonotus japonicus Mayr の 巣 穴 付近 に 生え て いた 寄生 昆 康 の まっ た くい な い ス ギ ナ へ の 


産卵 
7. クロ オオ アリ の 上 巣 穴 付近 に あっ た 小石 へ の 産卵 
いずれ の 場合 も クロ オオ アリ が 産卵 雨 物 に 寄生 する アプ ラム シ 類 を 訪れ た り (1-5), 産卵 され た 付近 に いた (6. 
~”. 


12. 長野 県 木曽 地方 の ヒメ シジミ の 食性 に つい て 日 比 野 米 昭 ( 名 古屋 市 ) 





1971 年 6 月 20 日 , 長野 県 木曽 郡 木曽 福島 町 幸 ヶ 原 (コラ) に お いて , イタ ドリ を 摂 食 し て いた と メシ ジミ 幼虫 を 
みい だ し て 以来 , 同 郡 下 お よび その 周辺 地 に に お いて ヒメ シジミ 幼虫 の 食性 調査 を 継続 中 で ある が , 1977 年 まで に 6 科 
24 種 の 摂 食 植物 を みい だ す に いた っ た . すなわち , キク 科 の オオ ヨモギ , ヨモギ , オト コ ヨ モ ギ , ヤマ ボク チ , ヤマ 
ハハ コ , セヨ ョ ドリ バナ , ヒメ ジョ オン , ミヤ コア ザ ミ , タイ アザ ミ , アザ ミ の 1 種 ) タデ 科 の イタ ドリ ; マ メ 科 の マ 
ル バ ハ ギ , ムラ サキ ツメ クサ , シロ ツメ クサ , イワ オウ ギ , モメ シン ブル, キハ ギ ) ユキノシタ 科 の チ ダ ケ サ シ , マナ 
ギ 科 の オノ フエ ヤナ ギ , バッ コ ヤ ナ ギ バラ 科 の ナ ソ シロ イチ で, ワレ モコ ウキ キョ ウ 科 の ツリ ガ ネ ニ ンジ ン オオ 
バ コ 科 の オオ バ コ で ある . 

この うち , 摂 食 植 物 の 多数 例 は オオ ヨモギ と イタ ドリ で , ヤマ ハハ コ , ムラ サキ ツメ クサ , オノ エ ヤ ナ ギ , マル バ 
ギ , チ ダ ケ サ シ , オト コ ョ モ ギ , ミヤ コア ザ ミ , ヤマ ボボ クチ, オオバコ, ヨモギ , バッ コ ヤ ペナ ギ , ツマ リガ キー テン ジン 
ハ キ ハ ギ が これ に つづ いて いる . また , 少数 例 の 摂 食 植物 は ソレ モコ ュ コツ , ヒメ ジョ オン , ナウ シロ イチ ゴ , タイ アザ 
ミ , モヨ ドリ バナ , シロ ツメ クサ な ど で あ っ た 

以上 の 結果 , 1971 年 か ら 1977 年 に か け て の 長野 県 木曽 地方 に お ける ヒメ シジミ 幼虫 の 食性 調査 で は , キク 科 の オオ 
ヨモギ と タデ 科 の イタ ドリ を 主要 な 食 草 と し て お り , また か な り の 多 食 性 で あろ うと 考え られ る . 














13. ウス キシ ロ チ ョ ウ Catopsilia pomona の 光 周 反 忠 矢田 倍 ( 九 大 * 教 養 )・ 田 中 洋 (琉球 大 * 保 健 ) 


本 種 は 極め て 顕著 な 成虫 の 多 形 (Poyzozg f. と Crocale f.) を 示し , これ ら は 最近 まで 別種 と し て 扱わ れ て き 
た . 本 種 の 多 形 の 決定 要因 や 生態 的 意義 に つい て , 様々 な 解釈 が な され て いる が , いずれ $ ゃ 実験 的 な 裏 付 は な され て 
いな い . そこ で 本 種 の 多 形 の 発現 機構 を 実験 的 に 明らか に する た め , 光 周 性 の 面 か ら 解 析 を 試み た . 沖縄 県 産 の Pozzg- 
na f. 1 9 か ら 得 られ た 世代 を 20 土 1 で 恒温 , 10 一 15 時 間 日 長 の 下 で 飼育 し た 結果 , 10, 11 時 間 日 長 で は 全て Pomong 
f. が . 12, 13, 14 時 間 日 長 で は Cyocg7e f. お よび 中 間 型 が 羽化 し た . し か し 15 時 間 日 長 で は Pomong f. が 羽化 し 
た (た だ し この 実験 区 は 1 頭 の み 生 存 ). 同 地 の 野外 で ラン ダム に 採集 され た 本 種 の 若 齢 幼虫 を 同様 の 条件 下 で 飼育 
し た 場合 も , 上 記 の 結果 と 体 ぼ 一 致し た . 幼虫 の 発育 期間 と 光 周 期 の 間 の 関連 性 は ほとん ど み られ な か っ た . 光 周 期 
に よる 両 型 の 決定 は , 野外 (沖縄, オー スト ラリ ア 中 部 な ど ) に お ける 両 型 の 季 飾 的 消長 と 自然 日 長 の 変化 と の 密接 
な 関連 性 を よく 説明 し た . 両 型 の 卵巣 成就 度 を , 20 土 1 で , 14 時 間 日 長 条件 下 で 調べ た 結果 , 羽化 後 4 日 目 に お いて , 
Crocale f. は ある 程度 卵巣 の 発育 が み ら れ た が , ア Poozg f. は ほとん ど 発 達 が か み ら れ な か っ た . これ ら の 実験 結果 
か ら , 本 科 の 多 形 現象 は , Exrema 属 で み ら れ る 季節 的 多 形 と 本 質 的 に は 同一 の も ゃ の で あり , 福田 ら (1977) に よっ 
て 指摘 され た よう に , Crocale f. は 非 休 馳 型 , Pozzozg f. は 休眠 型 と 考 を られ る . この 前 提 に 立っ て 本 種 の 多 形 の 生 
態 的 意義 を 解釈 する と , Pomong f. は 不適 環境 の 回 避 め あるいは その 結果 と し て の 新天地 の 開拓 に , Crocale f. は 好 
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適 環境 に お ける 能率 的 な 増殖 に それ ぞ れ 貢献 し て いる と みな され る . いい か えれ ば , 本 種 の 多 形 現象 は 定着 と 移動 を 
統一 させ た 極め て 有効 な 適応 と 解釈 され る . 


14. 沖縄 以上 北 に お ける ウス キシ ロ チ ョ ウ の 飛来 に つい て 福田 晴夫 (鹿児島 市 ) ・ 田 中 洋 (琉球 大 ・ 保 健 ) 


迷 チ ュ ウ と し て の ウス キシ ロ チ ュ ッ Catopsilia bomona は , 1) 国外 で 集団 移住 の 記録 が ある , 2) 鹿児島 県 以 北 
で は 1957 年 か ら 毎 年 記録 され る よ うに な っ た , 3) 食 樹 の 関係 で 発生 地 が 限ら れ 調 査 し や すい , な どの 特徴 を も つ は 
か , マダ ラチ ョ ッ ウッ な ど と ちがっ て 力強く は ば た く チ ョ ッ で も あり , その 飛来 機構 の 検討 は 興味 深い . 

今回 は 最近 3 か 年 (1975, 1976, 1977) の 6 一 7 月 の 記録 を まとめ , 次 の よう な こと を 考察 し た . 

1. 本 種 の 移住 る 気流 依存 陸 が 大 きく , その 意味 で 基本 的 に は 浮遊 型 飛 し ょ う の チ ョ ッ と 変わ ら な い . 

2. 気流 は 梅雨 後期 に 吹く 第 2 段階 の 強い 南西 風 。 すなわち 湿 舌 に よる " 荒 南 風 " で , ウン カ 類 の 飛来 を も た ら す 
も の と 同じ で ある . 

3. この 気流 の 速度 で , 仮に 台湾 南部 か ら 九 州 南部 に 到達 する と すれ ば , 37 一 68 時 間 を 要する こと に な る が , チョ 
自身 の 飛 し ょ う 速 度 (30km/h) で どの 程度 短縮 され る か 明か で な い . 夜間 の 状況 も 不明 で ある . 

4. 出発 地 と し て は , 台湾 (6 月 下旬 に 大 発生 の 記録 あり ) を 中 心 に , 中 国 南部 (ウッ ン ヵ カ の 推定 出発 地 ),。 ルッ ン 
島 北 部 ( り 9 ェ ュ ウ キュ ウッ ムラ サキ の 型 よ り 推定 ) な ど が 考え られ る が , まだ 検討 の 余地 が 多い . 沖縄 や 八重 山地 方 か ら 
の 出発 は どく 少な いと 思わ れる . 

5 。 ギン モン 型 を 主 と し た 移住 群 の 飛び 立ち が 6 月 下旬 に お こり , 強い 南西 風 に 吹き 飛ば され る よう に し て 北方 へ 
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飛来 する も の と 推察 され る . 
15. 静岡 ・ 山 梨 県 の ツマ ジロ ウラ ジャ ノ メ 諏 訪 哲夫 (清水 市 ) 


ツマ ジロ ウラ ジャ ノ メ は 静岡 県 に お いて 富士 川 以西 で は 温帯 林 を 中 心 と し て 標高 400m 一 2000m の 山地 に 分 布 し , 
富士 山 で は 一 地域 か らし か 記録 が な く , 遺存 的 分 布 を し て いる . 富士 山南 の 愛 鷹山 , 箱根 山 お よび 伊豆 半島 か ら は 全 
く 記録 が な い . また 山梨 県 に お いて は 甲府 盆地 を 除く 山地 に 広く 分 布 し て いる . 本 種 は 山間 の 渓谷 の 露 岩 地 に 生息 し , 
ここ に 自生 する ヒメ ノ ガ リヤ ス な ど を 主 な 食 草 と し て お り , 成虫 に は 訪 花 す る 習性 が ある . 標高 400m 一 1000m で は 
年 3 化 , 1000m 一 1500m で は 年 2 化 あ る い は 1 化 , 1500m 以 上 で は 年 1 化 で あろ 2 と 思わ れる . 

本 種 の 地理 的 分 布 お よび 生態 的 分 布 を 成り 立た せ て いる 要因 に は , 地 史 的 な 問題 を 背景 と し て , 内 陸 的 気候 お よび 
露 岩 地 の 微 気 師 な どの 働き が 考え られ る . 














16. 北海 道 の ツ マジ ロウ ラジ ャ ノ メ 宇野 正 絞 ( 兵 庫 県 ) 





北海 道 の ツ マジ ロッ ラジ ャ ノ メ に 関す る 野外 で の 幼生 期 の 記録 は 全く 知ら れ て いな い . 室内 で 飼育 する と 日 長 , 温 
度 , 適切 な 食 草 な どの 条件 が 揃え ば 1 年 に 4 回 以上 に も ゃ お よぶ 周年 発生 が み ら れ る . 本 州 産 に つい て も この こと は 同 
様 で ある . 北海 道 の ツ マジ ロウ ラジ ャ ノ メ の 卵 ・ 螺 の 形態 は 奈良 県 産 の ぁゃ の と 差異 を 認め な か っ た . 2 見 か ら 4 骨 な 
いし 5 見 の 体 色 は 常に 北海 道産 が 白 味 が 強く , 高い 確率 で 区 別 が 可能 で あっ た . 越冬 は 4 齢 で 行わ れ , 越冬 幼虫 は 緑 
色 の も の と 灰 紫色 の も の が あっ た . 恐らく 自然 状態 で は 全部 が 灰 紫 色 に 変わ る ぁ の と 考え られ る . 踊 た は 緑色 型 の は 
か に 黒色 型 が あり, その 中 間 型 も る み ら れ た . 飼育 下 で は 北海 道産 の 顕著 な 特徴 の 一 つ で ある 雄 前 次 中 室外 方 の 性 標 が 
し ば し ば 欠落 する . 逆 に 奈良 県 産 の も ゃ の で も 明瞭 な 性 標 を 備え た 個体 も 少ない ながら 見 出さ れる . し か し その 場合 で 
る 発 香 鱗 の 数 は 非常 に 少な く , 北海 道産 の よう に 矢 財 光線 下 で 不透明 に 見 える 程 発達 し た も の は な か っ た . 性 標 の 出 
現 の 有無 を 含め て 斑紋 も 外 的 要因 で 変化 を 受け 易い 種 で ある と 思わ れ た . 飼育 箱 内 で 交尾 は 容易 に 成立 する が , 多数 
の 観察 例 の いずれ も が , 性 標 は ほとん ど 意 義 を も た な いよ う で あっ た だ た. ヨー ロッ パ の ハイ イロ ジャ ノ メ で 観察 され た 
よう な 例 は 見 られ ず , 一 般 的 な 他 の 種類 の 蝶 の 交尾 と 基本 的 に 相同 で あっ た . 8 の 接近 と 接触 に よっ て \ も ゆる や か 
こ 問 を 上 下さ せ て 白 紋 が 特殊 な パタ ー ン を 示す 運動 を 起こ し $ に 反応 し た .. 北海 道産 や と 奈良 産 $ ぬ お よび その 逆 の 組 
合せ の 交尾 に 成功 し た が , いずれ も 有 精 卵 は 得 ら れ な か っ た . これ は 北海 道 の 材 料 が 飼育 下 で 累代 を 繰り 返 え し た も 
の で あっ た こと と , 成育 期間 が 高温 で あっ た こと な どの 王 条 件 に よる も の と 考え られ る . な ぜ な ら ば , この 時 は 北海 
道産 同志 の 組合 せ か ら も 有 精 卵 が 得 ら れ な か っ た か ら で あ る . 
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